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両生類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 ランク


サンショウウオ目 CAUDATA


サンショウウオ科 Hynobiidae


トウキョウサンショウウオ Hynobius tokyoensis ・ CR EN EN VU


ヒダサンショウウオ Hynobius kimurae ・ ・ EN NT NT


ハコネサンショウウオ Onychodactylus japonicus ・ ・ ・ NT


イモリ科 Salamandridae


アカハライモリ Cynops pyrrhogaster CR EN EN EN NT


カエル目 ANURA


ヒキガエル科 Bufonidae


アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus NT ○ ○ ○


アマガエル科 Hylidae


ニホンアマガエル Hyla japonica EN VU VU NT


アカガエル科 Ranidae


タゴガエル Rana tagoi tagoi ・ ・ VU NT


トウキョウダルマガエル Rana porosa porosa CR EN EN VU NT


ツチガエル Rana rugosa CR CR CR VU


ナガレタゴガエル Rana sakuraii ・ ・ VU NT


ニホンアカガエル Rana japonica EN EN EN VU


ヤマアカガエル Rana ornativentris － EN EN NT


アオガエル科 Rhacophoridae


シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii CR VU VU NT


モリアオガエル Rhacophorus arboreus ・ NT NT NT


カジカガエル Buergeria buergeri ・ VU VU NT


種名と配列は、日本爬虫両棲類学会による日本産爬虫両生類標準和名（2009年12月6日改訂案）に従った。


和名 学名
東京都ランク
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5．両生類 


 


【選定・評価方法の概要】 


 東京都には 2 目 6 科 8 属 15 種の在来両生類の生息が確認されている。今回の改定では、


15 種すべてを検討対象種として、文献調査および実地調査に基づいて生息状況を把握する


ように努めた。その際、分布域の特定や個体群密度の推定が可能な種については、定量的


要件を用い、それが難しい種では定性的要件で評価を行った。 


 


【選定・評価結果の概要】 


サンショウウオ目では前回（1998年版）同様、4種すべてが本レッドリストの掲載種とな


った。絶滅危惧 IA類（CR）と判定されたのはトウキョウサンショウウオ（北多摩地域）と


アカハライモリ（区部）の 2 種 2 地域であった。西多摩地域のヒダサンショウウオとハコ


ネサンショウウオ以外はすべて前回と比べランクが上昇した。カエル目では今回新たにニ


ホンアマガエルが加わり、東京都に生息している在来カエル類 11種すべてが掲載種となっ


た。 


今回の改定では、1998年版と比較して多くの種と地域でランクが上昇した。詳細なデータ


が利用できるトウキョウサンショウウオで、この 10年間の傾向を概観してみよう。彼らの


主な繁殖場である谷戸田の耕作が放棄され乾燥化が進んだ結果、この 10年間で繁殖場の約


20％が消失し、さらに生き残った繁殖場でも個体群サイズの縮小が進み、東京都全体で総


産卵メスの個体数は 40％弱減少したと推定された。同じ止水で繁殖するアカハライモリで


も状況は変わらないか、むしろ生息地や個体数の減少は前者より激しいかもしれない。そ


れに対して、西多摩地域の山地渓流で繁殖するヒダサンショウウオやハコネサンショウウ


オでは一部の地域を除き大きな変化は見られていない。 


カエル目では水田に生息する種類のランクに大きな変化があった。例えば、前回ランク外


であったニホンアマガエルは、今回、西多摩地域で準絶滅危惧（NT）、南多摩地域と北多摩


地域で絶滅危惧Ⅱ類（VU）、区部で絶滅危惧ⅠB 類（EN）と評価された。他にも水田に生息


する種のランクが上がっている。この理由は、最近 10年間の都内における水田面積の減少


によるものである。一方、水田に依存しない種、例えば、山地渓流性のカジカガエルやタ


ゴガエルなどのランクは前回とそれほど変化しなかった。 


地域区分ごとにみてみると、区部では河川敷や水辺公園がおもな生息地になっている。し


かし、いずれの生息地も小規模で孤立している。さらに、以前は良好と考えられていた生


息地の多くにウシガエルが侵入し、在来種に悪影響を及ぼしている。特に水辺から離れな


いツチガエルやトウキョウダルマガエルは壊滅的な影響を受けている。今回、区部におい


てはツチガエルの確実な繁殖場所を確認することができなかった。なお、区部では都外か


ら持ち込まれた複数種のカエル類の生息が確認されている。このうち、ニホンヒキガエル


についてはアズマヒキガエルとの交雑が懸念される。また、サンショウウオ目で唯一区部
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に生息するアカハライモリについては、信頼できる生息情報がなく、すでに絶滅した可能


性も否定できない。 


北多摩地域は区部に次いで生息環境が減少している。水田の減少率は 4地域区分の中で最


も高いうえ、都市化が急速に進んで緑地も減少している。モリアオガエルを除き、前回 C


ランク＊であった種はすべて絶滅危惧Ⅱ類（VU）以上となった。なお、ツチガエルとカジカ


ガエルは前回「非分布」とされたが、その後の調査で分布が確認され、今回の改定でラン


クが付けられた。狭山丘陵にはトウキョウサンショウウオが現在も生息するが、この地域


内の丘陵部の産卵場は 10か所以下で、いずれも孤立化し、繁殖個体数も極めて少ないため、


絶滅リスクが他の地域に比べても高いと考えられる。 


南多摩地域は丘陵地に水田が残されており、北多摩地域と比較すると環境が維持されてい


る。しかし、水田の減少や耕作放棄が各所で見られ、両生類の生息環境は悪化している。


八王子市西部のヒダサンショウウオの生息環境は現在良好な環境とは決して言えず、生息


分布の縮小が続いている。特に高尾山周辺では最近 20年間程生息情報がない。 


西多摩地域ではハコネサンショウウオやナガレタゴガエルなどの山地性の両生類は前回


と同程度のランクに留まった。しかしながら、丘陵部から平地の止水で繁殖する種に関し


ては他の地域区分と同様、厳しい評価となった種も多い。トウキョウサンショウウオの基


準産地であるあきる野市･日の出町の丘陵部では谷戸田の乾燥化が進み、この 10 年間で多


くの産卵場が消失した。カエル目では前回ランク外であった水田依存の種が準絶滅危惧


（NT）などに位置付けられた。 


 


＊1998年当時環境庁レッドデータブックの「希少種」に相当  


（福山 欣司・草野 保） 





